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1.はじめに 

有機フッ素化合物(PFCs、Perfluorinated compounds)は、

化学的に高い有用性を持つことから様々な用途で用いられて

きた。しかし、PFCsは、環境残留性や生物への悪影響を持

つことから、世界中で PFCs汚染とその挙動について関心が

高まっている。PFCsによる汚染は日本でも広がっており、

大阪湾とその流域河川から、PFCsの一つであるペルフルオ

ロオクタン酸（PFOA, Perfluorooctanoic acid）が高濃度で検

出された 1)。また、近年では、PFOAの代替物質として、ペ

ルフルオロヘキサン酸(PFHxA, perfluorohexanoic acid)が高

濃度で検出されている。今後、閉鎖性水域における PFCsの

リスク管理を行うために、その挙動を考慮した将来濃度予測

が重要となることから、本研究では大阪湾での数値シミュレ

ーションを通して PFCsの挙動解析を行った。 

2.大阪湾モデル概要 

図 1に示す大阪湾を含む計算領域を水平方向 1㎞四方で 99

×118×47格子に分割した。メッシュサイズは、水平方向を

1km、鉛直方向を 1~5mの不均等メッシュとした。2005年に

おける流動データ 2)を用いて、神崎川から流入する PFHxA

の濃度分布と堆積量を計算した。PFHxA の溶存態と懸濁態

(SSへの吸着)を考慮し、懸濁態の沈降を考慮した。 

3.結果と実測値との比較 

図 2に表層における PFHxA濃度分布を示す。この結果か

ら、神崎川からの距離により PFHxA濃度が減衰しているこ

とが分かる。明石海峡と紀淡海峡を通過して汚染が広がって

いく様子がわかる。 

図 3に、図 1に示した 9地点における実測値(兵庫県環境研

究センター)と計算値の比較結果を示す。計算結果は、実測値

と相関関係があるが、過小評価となった。今後、底質の巻き

上げや他河川からの負荷量などを考慮していく。 

4.結論 

PFHxAは湾奥部、特に神戸沖で高濃度となる傾向がみら

れた。計算結果は、実測値と相関を持つが、過小評価であり、

より物理挙動を再現したモデルの構築が必要である。 

 

図 1計算領域(左)と実測比較地点(右,9地点) 

 

図 2表層における PFHxA濃度分布 

 

図 3地点ごとの実測値と計算値の比較 
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